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通電発熱 SiC ／触媒 フ ィル タ
ー連結 シス テ厶 を用 いた voc分解処理装置 の 開発

0 西川治光，高原康
．
光 （岐阜 県保 健 環境研 究 所）

【は じめに】

　大気汚染防止法 の 改 正 に よ り塗装、印刷 工 場な どか ら排出 され る揮発性有機化合物 （VOC ） の 規制 が 始 ま

っ たが、自主的排 出削減を求め られ て い る中小規模 の 企業は コ ス ト面など の 理 由か ら、そ の 対応が 困難な状

況 に あ る。そ の た め 、小型 で 比 較的安価な V   処理装置 の 開発 が 期待され て い る 。

　そ こ で 、演者 ら は 平成 18 年度か ら産学官連携共 同研究に よ り、中小企業向け通電発熱型 VOC 分解処理装

置 の 開発に着手 した 。
こ れ まで に基礎的検討 を 終 え、試作機 を製作 して 印刷工 場で の 実証試験 を実施 した の

で 、その 概要 を報告する 。 なお、本研究 は 環境省 「平成 19 年度地域の 産学官連携に よる環境技術開発基盤

整備 モ デル 事業 1 に採択 され 、岐阜大学、  TYK 及 び加藤電気炉材   と共同研究を実施 し た成果 で ある。

【試作機1
　開発 した試作機の シ ス テ ム 構成 を図 1 に 示 した 。 これ はセ ラ ミッ クス 半導体で ある SIC の 通電発熱特性 を

利 用 して 、まず voc を含む導入 ガ ス （印刷工程などか らの 排 出ガ ス ）を Sic ハ ニ カ ム 層で 加熱 し 、そ の 後触

媒 フ ィ ル タ
ー

に 通 して 分解処 理 す る シ ス テ ム で あ るe 最大 24A の 設定電流をか け る こ とによ り、導入 ガ ス

は Sic ハ ニ カ ム 発熱体層 で 約 300 ℃ に加熱 され る。加熱温度は電源投入後 5 〜 1G 分程度 で ほ ぼ最高とな

り、温 度制御 コ ン トロ
ー

ラ
ーに よ り こ の 温度が維持 され るた め 、触媒 フ ィ ル タ

ー
で の VOC 分解処 理 が可能 で

ある。本方式 は加熱 され た ハ ニ カ ム 構造内部をガ ス が 通過す る た め 、従来 の 外部加熱方式よ り伝熱速度が早

く、極め て 短時間で の ガ ス 加熱が可能 と な っ た。また、触媒は Pt 系 ハ ニ カ ム 触媒 と Pd 系 ハ ニ カ ム 触媒を比

較検討 した 。 本方式は従来方式の バ ーナ
ー

に よる 燃焼 （触媒燃 焼） を伴わ ない の で、安全性が高く、引火 し

やすい VOC の 処理に適 して い る と考
．
えられ る。

【結果と考察 】

　実証試験 を実施 し た 印刷工 場 の グラ ビ ア 印翩工 程 か ら排出され る総VOC 濃度 は 450 〜 8 ．000ppmC の

範囲 で あ り、主 な VOC 成分はイ ソ プ ロ ピル ア ル コ
ー

ル 、トル エ ン 、メチ ル エ チ ル ケ トン 、酢酸 エ チ ル で あ っ

た。こ の 工 程ガ ス を試作機 に導入 し分解テ ス トを実施 し た。図 1 の 触媒層 に Pd 系ハ ニ カ ム 触媒 を 使 用 し た 場

合、総 VOC の 除去 率 は 平均 77 ％ で あ り、Pt 系 ハ ニ カ ム 触媒を使用 した場合 の 平均除去 率 は 85 ％で あ っ

た e 本 シ ス テ ム で は Sic 発熱体 で 充分加熱 され た VOC ガ ス が漣 結 した触媒 フ ィ ル タ
ー一

層 に導入 され る た め 、

効率的な分解処 理 が 可 能 とな っ た。今後 、導入 ガ ス を予 備加 熱 して 省 エ ネ性を向 ヒさせ る とともに、分解効

率 を 90 ％以上 にする こ とを 目標に試 作機 の 改良を実施す る予定 で ある。
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図 1 試作VOC 分 解処理装置 の シ ス テ ム 概要
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